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「下市学」さらなるスキルアップへ

▼下市あきつ学園で１２月に、下市学の取組を
各学年が発表したところです。▼先生方は、さら
に「下市学」の学びを深化させることを目指し
て、研修等に取り組んでいます。１月１７日（水）
には、奈良教育大学 教授 中澤静男氏を招聘
し、「ESD入門講座」と称して、研修会を開催しま
した。ESDとは、簡単に言えば『持続可能な社会
を目指し行動できる人を育てる教育』のことであ
り、持続可能な開発目標（SDGｓ）を達成するた
めに、質の高い教育
を目指すものです。
▼２月１日には、教科
教育の研修会も予
定されています。
先生方頑張れ!!

２回２０歳を祝う会が、１月７日

（日）に開催されました。２０歳にな

られた皆さん、おめでとうございます。心

からお祝い申し上げます。

０歳を祝う催しは、２０歳の人生の

節目を祝福するとともに、大人の一

員であることへの自覚を一層高めること

を目的として開催しています。今回は、２

８名の皆さんが出席し、たいへん落ち着

いた雰囲気で、厳粛な会となりました。中

西浩希さんと石崎良亮さんが司会進行を務め、藤岡理子さんのピアノ伴奏、花井浩左衛門さんの代

表謝辞と続きました。お世話になった小学校、中学校の担任の先生方も来賓として出席されました。

て、現在社会は、グローバル化や情報化がめまぐるしく進展し、先行きが見えない、また将来の変

化を予測することが困難な時代であるといわれる中、私たちは、自らの生涯を切り拓き、逞しく生

き抜く力が求められています。このような世の中であるからこそ、『心』の大切さが重要です。その『心』

とは、『利他の心』です。あまりなじみがない言葉かもしれませんが、「常に他人の幸せを願う心」という

意味です。「この世の中、そんな甘いことでは・・・・」と思われるでしょうか。京セラ創業者の稲森和夫

氏は、常に「より良い仕事をしていくためには、自分だけのことを考えて判断するのではなく、まわりの

人のことを考え、思いやりに満ちた『利他の心』に立って判断すべきである。」と言い続けられました。こ

のことは、人の『心』を大切にした経営理念であり、生きる力として大切な教訓であると思っています。
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第2回 20歳を祝う会 ～ 新たな門出 ～

大谷翔平選手 ありがとう

▼米大リーグの大谷翔平選手から約６万個、国内
すべての小学校に寄贈されたグローブが、１月９日
（火）の夕刻、下市町へも届きました。ありがとうご
ざいました。▼翌日、下市あきつ学園で、グローブ
のお披露目式を行いました。楠校長が「このグロ
ーブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づ
けるためのシンボルとなることを望んでいます」
という大谷選手からのメッセージを読み上げま
した。▼その後代表児童が、真新しいグローブ
をはめて、キャッチボールを楽しみました。



▼１月１日に石川県能登半島地方を震源とする地震が発生しました。度

々、テレビや新聞等でその様子が報道されますが、たいへん心が痛みま
す。▼犠牲となられた方々に謹んでお悔やみ申し上げますとともに、被災
された皆様にも心よりお見舞い申し上げます。▼１日も早く復旧・復興が
実現し、平穏な日常が戻りますよう心からお祈り申し上げます。

ご意見・お問い合わせは…
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市町村対抗子ども駅伝大会に向けて
▼３月２日（土）に橿原

運動公園で開催される

第１９回市町村対抗子ど

も駅伝大会に向けて、選

手たちは、ベストタイムを

目指し、練習に余念があ

りません。▼コースとなる男子3区間、女子3区間

の計6区間、総距離9，780mを一本のタスキに想

いを込めてゴールを目指し、つないでいきます。町

民の皆様、どうぞ応援よろしくお願いいたします。

第８回下市生活学校～新年の集い～
▼第８回下市生活

学校が下市ふれあ

いセンターで開催

されました。▼今回

は、レクリエーション

として、じゃんけんゲーム、ごんたカルタ、ビン

ゴゲームを行い、参加された皆さんは、童心

に帰って、楽しいひとときを過ごしました。

▼次回は、「味噌作り」を行う予定です。

SHIMOICHI LIVE VOL2 ２０２４
▼昨年度から始まった下市役場バンド、今年はさらにボリュ－ムアップした

ライブコンサートが、１月８日（月・祝）に下市観光文化センターで開催さ

れました。▼バンド結成の発起人であった前教育長 小谷隆男様も出演し

ていただきました。また町長や副町長等、FUNNY TWON（柳井教頭を初

めとする県内の教員で結成されたバン

ド）の出演もあり、会場は熱気と歓声に包まれました。▼来年度

は、観光文化センターが改修工事中となり、ホール等の使用は

不可となって、観光文化センターでの開催ができません。今後い

づれかの時期に開催され、つながっていくことを願っています。

SDGs目標１７は、持続可能な開発のための

実施手段を強化し、グローバル・パートナーシッ

プを活性化するために掲げられた目標です。こ

れまでの16の目標を達成するために、「具体

的な実施手段を強化し、持続可能な開発に向

けて世界の国々が協力すること」に関連すると

ても重要な目標です。これまでの目標をゴールとして達成するために、

誰一人仲間はずれにすることなくみんなが協力することが大切です。

＜下市あきつ学園では、ＳＤＧsと下市町をコラボで学ぶ郷土学習「下市学」を進めていきます。＞


